







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































寒 東 津 大 勧 春 林
福 観 子
松 漸 梁 慈 善 性 光 聚
成 院
院 院 院 院 院 院 院 院
院 名
東
照
大
権
現
大文
Q恭
@院
a殿
厳淡
L明
@院
a殿
常有温孝
專ｿ恭恭
@院院院
a殿殿殿
宝
樹
院
殿
高謹心浄澄乗貞
ﾞ明観観心壷明
@院院院院院院
a殿殿殿殿殿殿
長法蓮
ｹ心浄
@院院
a殿殿
浄至蓮香慈深
｢心光琳徳徳
@院院院院院
a殿殿殿殿殿
随浄
ｫ光
@院
a殿」
一一一
鼈鼈
一一
ﾜ
俵
�
三七七
Z〇
Z俵U�
三七七
Z〇
Z俵U�
三七七五七
Z〇〇〇
Z〇〇俵
U俵俵�
〇
〇
俵
�
三五不不三不〇
ﾜ〇明明五明○
宦宦@　○俵
U俵　　俵�
不不五
ｾ明○
U
�
五二二三百五
ﾜ〇〇〇五〇
Z〇〇〇〇俵
U俵俵俵俵�
七〇
Z〇
Z俵U�
料
叡
山
領
よ
り
の
各
院
の
配
当
は
、
右
の
べ
て
来
た
様
で
っ
た
が
、
こ
の
外
、
十
石
配
当
の
子
院
の
住
職
で
執
当
に
な
た
も
の
に
は
、
役
と
し
て
、
自
坊
領
十
石
の
上
に
更
に
十
石
の
配
当
が
あ
っ
た
。
又
、
東
叡
山
内
の
堂
の
別
当
に
あ
た
子
院
は
、
そ
の
堂
の
別
当
料
、
堂
宇
が
配
当
さ
れ
た
。
え
ば
、
開
山
堂
は
如
院
が
別
当
寺
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
た
め
、
真
如
院
は
開
山
堂
領
五
十
石
の
配
当
を
受
け
、
こ
れ
に
よ
て
開
山
堂
を
営
ん
で
い
た
し
、
又
、
紅
葉
山
東
照
宮
は
、
元
文
五
年
以
、
凌
雲
院
、
又
は
執
当
退
役
後
、
権
僧
正
に
な
っ
た
も
の
が
別
当
に
な
鳳
漕
、
こ
の
人
の
た
め
に
は
別
当
料
三
百
石
が
与
え
ら
れ
て
い
た
と
い
具
合
で
あ
る
。
こ
う
し
た
収
入
の
他
に
、
ほ
と
ん
ど
の
子
院
は
諸
大
名
を
家
と
し
て
持
っ
て
い
た
か
ら
、
壇
家
か
ら
の
収
入
が
、
か
な
り
あ
っ
た
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
覚
成
院
は
、
寛
永
十
一
年
に
酒
井
雅
楽
頭
忠
世
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
子
院
で
あ
る
が
、
以
後
百
石
の
寺
領
の
寄
進
を
受
た
。
そ
し
て
宝
永
元
年
に
は
榊
原
式
部
大
輔
政
邦
が
壇
越
と
な
っ
た
た
、
毎
年
二
十
人
扶
持
を
受
け
る
様
に
な
り
、
更
に
、
正
徳
三
年
に
は
小
原
信
濃
守
長
圓
が
檀
越
と
な
っ
た
た
め
、
十
五
人
扶
持
を
受
け
る
事
と
っ
た
と
い
っ
た
風
で
あ
（
御
卍
そ
の
外
、
子
院
の
住
職
が
東
叡
山
外
の
寺
兼
務
す
る
事
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
兼
務
料
も
子
院
の
収
入
と
な
っ
た
。
寛
永
寺
の
経
済
組
織
の
中
で
、
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
る
と
思
わ
れ
制
度
に
、
御
府
庫
金
制
度
が
あ
る
。
御
府
庫
金
と
は
、
狭
義
に
は
、
東
山
開
創
以
来
積
立
て
た
東
叡
山
惣
物
料
金
の
事
を
い
い
、
広
義
に
は
、
の
東
叡
山
惣
物
料
金
と
天
台
宗
比
叡
山
の
勅
会
及
び
諸
法
会
等
の
経
費
弁
の
目
的
で
積
立
て
ら
れ
た
諸
料
物
金
の
二
種
の
合
わ
さ
っ
た
も
の
を
し
た
。
惣
物
料
金
は
天
海
以
来
の
一
山
惣
物
料
金
に
宮
支
配
下
の
寺
院
修
復
料
、
相
続
料
、
回
向
料
等
を
預
入
し
て
出
来
た
も
の
で
、
年
一
割
「
利
子
で
も
っ
て
貸
附
け
、
預
入
主
へ
年
利
七
分
を
渡
し
、
残
り
三
分
を
数
料
と
し
て
惣
物
金
中
に
収
入
し
た
。
諸
料
物
は
東
叡
山
御
本
坊
料
物
、
院
の
相
続
料
物
、
勅
会
、
諸
法
会
、
堂
舎
修
復
等
の
料
物
で
、
大
体
、
52一
寛永寺の寺務組織について
東
叡
山
内
各
院
が
使
用
目
的
を
定
め
て
寄
附
を
し
、
そ
の
料
物
の
基
金
を
作
り
、
元
利
共
に
毎
年
積
立
て
必
要
に
応
じ
て
支
出
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
は
、
堂
舎
寺
院
維
持
資
金
で
あ
り
、
天
台
宗
総
本
山
の
比
叡
山
の
古
式
再
興
、
諸
堂
修
理
並
相
続
資
金
を
、
寛
永
寺
山
内
寺
院
住
職
が
寄
附
し
、
且
つ
こ
の
資
金
を
各
院
は
年
一
割
で
借
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
御
府
庫
金
に
つ
い
て
は
、
田
島
徳
音
氏
が
詳
し
く
調
査
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
論
文
「
東
叡
山
御
府
庫
金
に
つ
い
て
」
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。
　
　
　
　
（
三
）
　
寛
永
寺
は
、
東
叡
山
、
日
光
山
、
比
叡
山
の
三
山
を
管
領
し
た
輪
王
寺
宮
が
門
主
と
し
て
住
し
て
お
り
天
台
宗
の
関
東
惣
本
寺
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
寺
務
運
営
の
組
織
は
、
そ
れ
ら
の
要
素
も
加
わ
っ
て
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
っ
た
。
寛
永
寺
を
運
営
し
た
最
も
重
要
な
役
職
の
人
々
は
、
東
叡
山
を
統
合
支
配
し
」
同
時
に
天
台
一
宗
を
も
統
合
支
配
し
た
輪
王
寺
宮
、
輪
王
寺
宮
の
下
に
あ
っ
て
実
際
に
束
叡
山
の
運
営
を
な
し
た
執
当
、
執
当
の
下
に
あ
っ
て
こ
ま
ご
ま
と
し
た
寺
務
を
と
っ
た
年
行
事
、
東
叡
一
山
の
学
事
を
司
っ
た
学
頭
、
東
叡
山
領
内
の
事
務
を
司
っ
た
目
代
と
い
っ
た
人
々
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
々
の
説
明
に
つ
い
て
は
後
に
詳
細
に
の
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
東
叡
山
の
運
営
組
織
の
概
観
を
み
よ
う
。
　
私
は
、
東
叡
山
内
で
実
際
に
活
動
す
る
僧
侶
に
は
、
衆
中
、
山
門
衆
、
御
本
坊
衆
の
三
種
類
が
あ
る
と
思
う
。
．
　
衆
中
と
い
う
の
は
、
東
叡
山
の
子
院
の
住
職
た
ち
で
は
な
い
か
と
思
う
。
衆
中
と
い
う
言
葉
は
、
東
叡
山
年
中
行
義
に
は
・
た
び
た
び
轄
来
る
言
葉
で
あ
っ
て
、
同
書
に
「
一
山
衆
中
或
ハ
執
当
職
、
或
ハ
移
転
、
或
ハ
大
僧
都
二
昇
進
ノ
時
、
薦
次
帳
等
吟
味
ア
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
条
が
あ
る
が
、
こ
の
事
か
ら
、
衆
中
は
執
当
職
に
つ
く
可
能
性
、
大
僧
都
に
昇
進
す
る
可
能
性
、
寺
か
ら
寺
へ
と
転
住
す
る
可
能
性
の
あ
る
者
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。
執
当
職
は
後
に
の
べ
る
が
、
東
叡
山
の
律
院
を
除
く
子
院
三
十
五
ケ
院
の
う
ち
、
別
当
寺
、
学
頭
寺
の
十
ケ
院
を
除
く
二
十
五
ケ
院
の
住
職
の
う
ち
か
ら
人
撰
さ
れ
て
つ
く
職
で
あ
る
。
又
、
大
僧
都
昇
進
の
可
能
性
の
あ
る
者
は
、
権
天
僧
都
の
も
の
で
あ
る
が
、
権
大
僧
都
の
僧
侶
が
い
る
と
思
わ
れ
る
子
院
は
表
（
可
）
に
よ
っ
て
み
て
も
わ
か
る
様
に
、
凌
雲
院
を
除
く
東
叡
一
山
の
三
十
四
子
院
全
部
と
い
え
る
。
又
、
「
衆
中
喪
中
ノ
時
ハ
中
堂
通
夜
密
修
、
其
人
除
キ
次
座
へ
送
ル
、
勿
論
御
宮
御
霊
屋
へ
名
代
出
ス
ニ
及
ハ
ス
」
と
あ
る
事
か
ら
、
衆
中
は
中
堂
通
夜
密
修
等
に
参
加
し
た
り
、
御
宮
御
霊
屋
に
出
仕
し
た
り
す
る
可
能
性
の
あ
る
者
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。
御
宮
、
御
霊
屋
へ
の
出
仕
は
、
出
仕
番
が
決
っ
て
お
り
、
そ
の
出
仕
番
に
つ
い
て
は
年
中
行
事
記
に
の
っ
て
い
る
出
仕
番
之
次
第
に
よ
っ
て
わ
か
る
が
、
学
頭
、
執
当
、
別
当
等
を
除
い
た
衆
徒
二
十
人
が
な
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
学
頭
、
別
当
、
執
当
を
除
い
た
残
り
の
子
院
の
住
職
だ
け
が
衆
中
と
い
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
毎
年
、
輪
王
寺
門
主
は
、
十
二
月
廿
五
日
頃
か
ら
一
月
廿
四
日
頃
ま
で
日
光
に
在
山
し
た
が
、
そ
の
た
め
、
東
叡
山
か
ら
正
月
五
日
に
日
光
の
門
主
の
所
に
御
機
嫌
伺
い
一53一
表
（
粗
）
幕
府
待
遇
現覚見養真護吉青福春観林勧大津東寒凌
龍成明壽如国祥龍聚性成光善慈梁漸　松　雲
院院院院院院院院院院院院院院院院　院　院
白
書
院
閾
内
一
畳
目
　
　
　
　
　
独
々
礼
白
書
院
閾
内
三
畳
目
　
　
　
　
　
独
々
礼
寺
格
の
僧
官
大
僧
正
迄
昇
進
大
僧
都
迄
昇
進
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
〃
　
　
　
　
　
　
　
〃
権
大
僧
都
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
執
務
一
学
　
頭
東
照
宮
別
当
表
別
当
裏
別
当
　
〃
　
〃
　
〃
三
州
瀧
山
別
当
釈
迦
堂
別
当
　
不
断
念
仏
の
法
務
住
職
一
山
権
僧
正
以
上
よ
り
一
品
宮
持
命
に
よ
る
　
　
　
　
　
　
、
春
性
、
福
聚
、
勧
善
、
林
光
、
勧
成
の
五
院
の
う
ち
よ
り
転
住
。
裏
別
当
五
ケ
院
の
う
ち
よ
り
転
住
。　
〃
別
当
外
の
転
住
寺
十
ニ
ケ
院
よ
り
移
住
。
　
〃
弟
子
相
続
　
〃
　
〃
　
〃
転
住
寺
弟
子
相
続
　
〃
の
飛
脚
を
出
し
、
唇
従
の
執
当
に
も
書
状
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
案
文
が
東
叡
山
年
中
行
事
記
に
の
っ
て
い
る
が
、
そ
の
案
文
に
一
山
衆
中
よ
り
金
三
百
匹
を
屋
従
の
執
当
に
差
上
げ
る
事
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
書
状
が
一
山
を
代
表
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
に
、
学
頭
や
別
当
、
東
叡
山
に
残
っ
て
い
る
執
当
等
を
除
い
た
衆
中
だ
け
が
金
三
百
匹
を
出
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
又
、
門
主
が
日
光
山
に
出
発
す
る
時
は
．
衆
中
は
暇
乞
い
を
ず
る
と
い
う
条
が
東
叡
山
年
中
行
事
記
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
衆
中
も
、
学
頭
や
別
当
、
執
当
を
除
い
た
僧
達
を
指
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
可
能
性
す
べ
て
を
考
え
合
せ
て
、
私
は
衆
中
と
い
う
言
葉
は
三
十
五
ケ
子
院
の
住
職
達
を
漠
然
と
一54一
寛永寺の寺務組織について
涼
泉
院
元
光
院
明
静
院
圓
　
殊
院
転
住
寺
弟
子
相
続
転
住
寺
　
〃
常
照
院
〃
〃
〃
明
　
王
　
院
〃
〃
〃
等
覚
院
〃
〃
ザ
顕
性
院
東
圓
院
”
〃
〃
弟
子
相
続
　
〃
宝
勝
院
〃
11
〃
泉
龍
院
〃
〃
転
住
寺
普
門
院
本
覚
院
修
禅
院
松
林
院
清
水
堂
護
持
安
祥
院
殿
石
塔
護
持
穴
稲
荷
護
持
　
1
1
弟
子
相
続
転
住
寺
　
7
一
　
乗
院
壽
昌
院
浄
名
律
院
　
〃
　
〃
寺
格
　
大
僧
都
　
望
　
7
大
和
尚
別
当
（
最
樹
院
）
弟
子
相
続
学
頭
別
当
を
除
く
外
の
転
住
寺
齢
尚
の
者
三
ケ
年
毎
に
馨
1
妙
教
院
寺
格
　
寛
永
寺
々
中
宮
御
内
奉
公
僧
ノ
内
撰
出
生
池
院
寺
格
　
寛
永
寺
末
寺
権
大
僧
都
〃
さ
し
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
尚
、
学
頭
と
か
執
当
、
別
当
と
い
っ
た
役
に
つ
い
て
い
な
い
衆
中
は
衆
徒
、
衆
僧
等
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
衆
中
に
は
、
弟
子
、
所
化
と
い
わ
れ
る
た
く
さ
ん
の
弟
子
が
い
た
様
で
あ
る
。
　
次
に
山
門
衆
で
あ
る
が
、
山
門
と
い
う
の
は
、
一
般
に
比
叡
山
の
事
を
指
す
が
、
こ
の
山
門
衆
の
山
門
も
、
比
叡
山
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
事
が
出
来
、
従
っ
て
山
門
衆
は
比
叡
山
か
ら
東
叡
山
に
来
て
い
る
僧
侶
で
あ
っ
た
と
み
る
事
が
出
来
る
。
東
叡
山
年
中
行
事
記
に
衆
中
や
御
本
坊
衆
と
並
ん
で
山
門
衆
の
言
葉
の
出
て
来
る
事
や
、
四
月
十
六
日
の
中
堂
安
居
の
出
仕
配
　
　
（
2
8
）
当
次
第
に
、
衆
中
、
御
本
坊
衆
と
同
様
に
、
出
仕
配
当
が
な
さ
一55一
れ
て
い
る
点
か
ら
見
て
、
衆
中
、
御
本
坊
衆
と
同
程
度
の
僧
官
の
僧
達
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
　
御
本
坊
衆
と
い
う
の
は
、
輪
王
寺
宮
の
居
住
し
た
御
本
坊
に
い
た
僧
侶
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
御
本
坊
に
は
、
寛
永
寺
自
体
の
寺
務
運
営
に
は
関
係
の
な
い
輪
王
寺
宮
個
人
の
家
来
が
多
数
い
て
、
御
本
坊
運
営
を
な
し
て
い
た
ら
し
い
。
東
叡
年
表
今
昔
集
覧
に
よ
る
と
、
御
本
坊
に
は
御
唇
従
院
家
二
人
、
御
内
二
人
、
坊
官
、
御
納
戸
役
、
御
用
人
な
ど
と
い
っ
た
人
々
が
勧
め
て
い
る
と
し
て
い
る
。
又
、
安
政
三
年
の
雲
上
明
覧
大
全
上
の
輪
王
寺
官
の
条
に
は
、
の
ち
に
の
べ
る
執
当
、
御
使
役
、
別
当
等
と
な
ら
ん
で
、
坊
官
三
人
、
御
家
司
一
人
、
奥
諸
太
夫
二
人
、
奥
勤
二
人
、
表
諸
太
夫
四
人
、
表
勤
一
人
、
御
側
三
人
、
御
奏
者
一
人
、
御
取
次
十
人
、
京
御
留
守
居
一
人
の
名
前
が
の
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
皆
、
輪
王
寺
宮
の
家
来
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
所
で
、
こ
の
雲
上
明
覧
大
全
に
の
っ
て
い
る
坊
官
以
下
の
人
々
は
、
そ
の
名
前
か
ら
俗
人
で
あ
る
事
が
わ
か
る
が
、
御
本
坊
衆
は
束
叡
山
年
中
行
事
記
に
「
衆
中
、
山
門
衆
、
御
本
坊
衆
ハ
読
経
」
と
あ
る
事
か
ら
考
え
て
も
、
本
坊
に
い
た
僧
侶
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
に
と
り
上
げ
る
御
本
坊
衆
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
で
は
、
本
坊
衆
は
ど
う
い
っ
た
人
達
か
と
い
う
な
ら
、
私
の
考
え
で
は
、
御
屋
従
院
家
の
様
に
輪
王
寺
宮
の
側
に
い
る
僧
侶
や
、
御
本
坊
に
い
て
寛
永
寺
の
寺
務
を
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
執
当
、
御
使
番
、
年
行
事
と
い
っ
た
人
々
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
御
屋
従
院
家
は
輪
王
寺
門
室
の
家
来
で
あ
り
、
僧
侶
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
明
和
九
年
十
月
廿
一
日
凌
雲
院
大
僧
正
義
順
が
追
放
さ
れ
た
時
、
院
家
覚
王
院
権
僧
正
慈
秀
も
追
放
と
あ
艶
か
ら
も
・
年
中
行
事
記
の
万
昔
の
条
に
「
有
徳
院
殿
番
ノ
衆
徒
出
仕
、
法
華
儀
法
ヲ
修
ス
、
導
師
、
僧
正
院
家
ノ
内
」
と
あ
る
事
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
。
そ
し
て
院
家
は
学
頭
と
同
様
に
導
師
を
つ
と
め
た
り
、
又
、
学
頭
の
か
わ
り
に
導
師
を
つ
と
め
た
り
し
て
い
た
。
寛
永
寺
の
寺
務
運
営
を
行
っ
て
い
た
人
々
1
執
当
や
年
行
事
、
御
使
番
等
1
は
主
と
し
て
衆
中
か
ら
撰
出
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
子
院
で
寛
永
寺
の
寺
務
を
と
っ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
彼
等
は
や
は
り
、
寛
永
寺
の
中
心
で
あ
っ
て
、
御
府
庫
金
を
保
管
し
た
り
す
る
文
庫
の
あ
る
本
坊
で
寺
務
を
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
を
考
え
合
わ
せ
て
、
私
は
御
本
坊
衆
は
御
本
坊
に
い
た
僧
侶
を
指
し
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
　
こ
の
様
に
、
東
叡
山
に
は
、
衆
中
、
山
門
衆
、
御
本
坊
衆
と
い
っ
た
僧
侶
達
が
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
外
に
、
末
寺
の
住
職
も
出
入
り
し
て
い
た
し
、
御
本
坊
に
い
た
家
来
、
諸
堂
、
諸
子
院
に
い
て
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
い
た
人
々
等
が
い
た
の
で
あ
る
。
　
所
で
、
東
叡
山
に
お
け
る
毎
日
の
行
事
は
、
東
叡
山
年
中
行
事
記
に
明
ら
か
な
様
に
、
は
っ
き
り
と
決
っ
て
い
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
幕
府
が
、
本
填
中
堂
、
常
行
堂
、
法
董
と
い
っ
（
鷹
堂
の
出
仕
や
行
事
の
定
め
を
東
叡
山
に
下
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
無
理
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
東
叡
山
の
一
年
間
の
寺
務
運
営
の
総
ま
と
め
（
鱒
十
二
月
十
六
日
の
歳
暮
集
会
と
い
う
年
一
度
の
大
集
会
の
時
に
行
わ
れ
た
。
一56一
寛永寺の寺務組織について
　
で
は
次
に
、
実
際
に
寛
永
寺
の
寺
務
運
営
の
仕
事
を
し
た
人
々
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
ω
　
門
主
．
門
主
は
寛
永
寺
の
全
体
的
な
寺
務
を
運
営
し
て
ゆ
く
組
織
の
頂
点
に
な
る
も
の
で
、
輪
王
寺
宮
の
事
で
あ
る
。
輪
王
寺
宮
は
、
比
叡
、
日
光
、
東
叡
の
三
山
を
管
領
し
、
天
台
一
宗
を
管
領
し
た
。
従
っ
て
輪
王
寺
宮
の
職
務
の
う
ち
で
最
も
重
大
な
も
の
は
、
日
本
国
中
の
台
家
之
諸
事
を
す
べ
て
管
領
し
、
指
揮
す
る
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
輪
王
寺
宮
は
、
一
宗
僧
侶
の
進
退
を
決
す
る
事
が
出
来
、
東
叡
山
内
に
お
い
て
も
、
学
頭
の
任
論
惣
）
撰
出
さ
れ
た
執
当
の
認
可
、
子
院
住
職
の
進
退
等
に
権
威
を
有
し
て
い
た
。
　
門
主
は
東
叡
山
内
諸
事
の
最
終
決
定
者
で
あ
り
、
最
高
権
威
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
東
叡
山
領
配
当
目
録
に
、
東
叡
山
領
配
当
の
定
め
に
そ
む
く
者
が
あ
れ
ば
、
御
門
跡
の
指
図
で
離
山
さ
せ
る
べ
し
と
幕
府
が
書
い
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
　
又
、
門
主
は
末
寺
に
対
し
て
も
権
威
を
持
ち
、
末
門
掟
を
出
し
て
末
寺
を
統
制
し
た
。
幕
府
も
天
台
宗
諸
法
度
に
、
す
べ
て
末
寺
は
本
寺
の
下
知
を
受
け
る
事
と
定
め
て
い
る
。
　
門
主
は
門
主
職
に
つ
い
て
い
る
間
、
年
三
度
、
日
光
山
に
在
山
す
る
の
を
常
と
し
た
。
そ
の
期
間
は
ほ
ぼ
決
つ
て
お
り
、
四
月
十
二
日
頃
か
ら
四
月
（
又
は
五
月
）
廿
四
日
、
九
月
七
日
頃
か
ら
九
月
廿
四
日
、
十
二
月
廿
五
日
（
大
の
月
な
ら
廿
六
日
）
頃
か
ら
一
月
廿
四
日
の
三
期
間
で
あ
る
。
　
門
主
は
こ
の
日
光
在
山
の
期
間
を
除
く
、
御
宮
御
忌
日
と
大
御
霊
屋
忌
日
、
つ
ま
り
東
叡
山
に
祀
っ
て
あ
る
将
軍
の
忌
日
に
は
、
導
師
と
し
て
出
仕
を
し
、
江
戸
城
内
の
紅
葉
山
御
霊
屋
に
将
軍
家
が
参
詣
す
る
時
は
、
執
当
や
、
御
使
役
、
衆
徒
、
坊
官
等
を
つ
れ
て
行
啓
し
た
。
又
、
門
主
は
中
堂
、
開
山
堂
へ
の
出
仕
、
法
要
等
の
為
の
出
勤
等
も
行
っ
焔
～
　
こ
う
し
た
法
務
の
外
に
門
主
は
し
ば
し
ば
江
戸
城
に
登
城
し
て
将
軍
と
・
対
顔
し
て
お
り
、
使
僧
を
以
て
将
軍
に
献
上
品
を
差
し
上
げ
た
り
も
し
て
い
る
。
門
主
の
登
城
は
、
二
月
朔
日
、
四
月
八
日
、
五
月
二
十
六
日
、
九
月
四
日
、
九
月
二
＋
六
日
、
＋
二
月
二
＋
日
と
決
・
て
お
短
．
日
光
登
山
の
前
後
で
あ
っ
た
。
　
さ
て
、
門
主
－
輪
王
寺
宮
は
、
幼
少
の
う
ち
は
、
滋
賀
院
で
学
問
修
業
を
し
、
成
長
す
る
と
東
叡
山
に
住
し
た
。
そ
し
て
前
門
主
か
ら
職
務
を
継
承
し
た
後
に
、
東
叡
山
門
主
と
し
て
の
権
限
を
有
し
た
。
門
主
職
譲
職
後
は
隠
居
所
に
あ
っ
て
新
門
主
の
指
導
を
な
し
、
頃
合
を
見
計
っ
て
滋
賀
院
に
も
ど
り
隠
居
し
た
。
こ
れ
が
「
滋
賀
院
定
」
に
よ
っ
て
幕
府
か
ら
定
め
ら
れ
た
門
主
の
生
活
で
あ
り
、
代
々
の
門
主
の
生
活
で
あ
っ
た
が
、
輪
王
寺
宮
第
二
代
の
守
全
法
親
王
の
様
に
法
嗣
も
定
め
な
い
う
ち
に
轟
じ
た
親
王
も
あ
っ
た
り
し
て
、
必
ず
し
も
、
こ
の
通
り
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
　
門
主
は
一
般
に
門
主
職
を
継
承
す
る
前
は
、
前
門
主
の
附
弟
と
し
て
二
品
に
進
み
、
職
務
継
承
後
は
、
一
品
に
進
む
事
を
慣
例
と
し
た
。
又
、
門
主
は
門
主
職
に
つ
い
て
い
る
間
に
上
洛
し
、
天
台
座
主
の
位
に
つ
き
、
一57一
四
、
五
ケ
月
し
て
座
主
職
を
辞
し
、
東
叡
山
に
帰
る
の
を
常
と
し
た
。
東
叡
大
王
御
歴
代
略
年
譜
を
み
る
と
、
二
度
、
座
主
職
に
つ
い
て
い
る
親
王
も
少
な
く
な
い
。
　
　
　
　
　
⑭
　
執
当
　
執
当
は
門
主
の
下
に
あ
っ
て
、
天
台
一
宗
を
管
領
す
る
事
務
一
切
を
取
り
扱
っ
た
。
又
、
東
叡
山
の
実
務
一
切
も
統
括
し
た
。
そ
し
て
老
中
と
も
直
接
交
渉
す
る
権
能
も
有
し
て
い
た
。
　
執
当
は
執
当
職
に
つ
く
と
輪
王
寺
宮
か
ら
院
室
号
を
賜
わ
り
、
院
家
と
な
似
焔
醒
又
、
執
当
は
輪
王
寺
宮
の
雇
従
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
輪
王
寺
宮
が
江
戸
城
や
御
三
家
等
に
行
啓
に
な
る
時
は
、
必
ず
従
い
、
又
輪
王
寺
宮
と
共
に
日
光
に
在
山
し
た
り
、
将
軍
家
が
紅
葉
山
御
霊
屋
に
参
詣
に
な
る
時
も
、
輪
王
寺
宮
の
行
啓
の
お
供
を
し
た
。
又
、
門
主
が
日
光
山
に
出
発
す
る
時
は
衆
中
に
御
暇
乞
い
の
日
を
伝
え
た
り
、
日
光
山
か
ら
門
主
が
帰
山
す
る
時
は
帰
る
刻
限
等
を
あ
ら
か
じ
め
年
行
事
に
伝
え
て
、
一
山
衆
中
が
門
主
を
御
本
坊
玄
関
で
迎
え
る
事
が
出
来
る
様
に
し
た
り
、
門
主
の
出
仕
す
べ
き
大
御
霊
屋
忌
日
、
御
宮
忌
日
等
に
門
主
が
出
仕
し
な
い
時
に
は
、
別
当
や
幕
府
の
名
代
等
に
通
知
を
し
た
り
と
い
っ
た
輪
王
寺
宮
の
身
辺
の
事
務
も
と
っ
た
。
　
執
当
は
東
叡
山
経
済
の
総
も
と
じ
め
で
あ
っ
た
。
執
当
は
、
御
府
庫
金
全
部
を
管
理
し
、
門
主
の
考
え
を
聞
い
て
寺
社
奉
行
の
許
可
を
得
、
利
率
の
決
定
や
、
資
金
の
運
営
を
決
定
し
た
。
又
、
寺
領
経
済
の
も
と
じ
め
で
も
あ
り
、
東
叡
山
年
中
行
事
記
の
十
月
の
条
に
「
九
、
十
月
ノ
頃
執
当
ヨ
リ
別
当
年
行
事
へ
回
章
、
何
日
収
納
始
二
付
、
蔵
屋
敷
へ
参
集
ア
ル
ヘ
キ
旨
申
来
ル
、
当
日
巳
刻
印
形
持
参
　
印
鑑
ヲ
押
シ
収
納
米
見
分
有
リ
（
下
略
）
」
と
あ
る
事
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
様
に
、
執
当
は
寺
領
の
所
務
統
轄
を
な
し
て
い
た
。
　
年
中
行
事
記
に
よ
る
と
、
執
当
は
、
年
行
事
が
執
当
の
所
に
よ
こ
す
論
義
出
仕
の
人
数
や
問
講
を
書
い
た
書
付
、
弟
子
の
輪
王
寺
宮
へ
の
お
目
見
願
、
弟
子
所
化
の
寺
願
い
と
い
っ
た
も
の
を
見
て
許
容
し
た
り
、
又
、
公
儀
、
御
三
家
、
老
中
、
寺
社
奉
行
と
い
っ
た
寛
永
寺
に
関
係
の
あ
る
人
々
に
慶
事
や
凶
事
が
あ
る
時
に
は
、
東
叡
山
の
総
代
を
決
め
た
り
、
府
内
末
寺
へ
回
章
を
出
し
た
り
、
開
山
会
や
天
台
会
と
い
っ
た
時
に
は
論
衆
が
早
く
集
ま
る
様
に
と
注
意
し
た
回
章
を
年
行
事
に
送
っ
た
り
、
将
軍
家
が
大
御
霊
屋
、
御
位
牌
所
に
参
詣
す
る
時
に
は
、
そ
こ
に
勤
仕
す
る
人
を
書
い
た
回
章
を
出
し
た
り
、
と
い
っ
た
細
か
な
事
務
も
あ
る
程
度
や
っ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
　
執
当
の
人
数
は
、
東
叡
年
表
今
昔
集
覧
に
も
「
執
当
二
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
様
に
、
二
人
を
原
則
と
し
て
い
た
が
、
時
に
は
、
三
人
存
在
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
事
も
あ
っ
た
し
、
一
人
し
か
存
在
し
な
い
事
も
あ
っ
た
。
　
執
当
は
、
学
頭
寺
、
別
当
寺
の
住
職
を
除
い
た
他
の
子
院
の
住
職
か
ら
撰
出
さ
れ
た
。
幕
府
か
ら
下
さ
れ
た
東
叡
山
領
配
当
目
録
に
は
、
役
者
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾
）
（
執
当
は
役
者
と
も
呼
ば
れ
た
。
）
の
配
当
に
つ
い
て
必
ず
、
「
是
者
、
自
坊
領
弐
拾
石
之
上
配
二
授
之
’
。
都
合
四
拾
石
宛
可
レ
受
二
納
之
一
。
役
者
相
替
時
者
、
以
二
衆
徒
之
内
器
量
之
侶
一
、
得
二
御
門
跡
井
学
頭
差
図
一
、
可
レ
補
二
此
一58一
寛永寺の寺務組織について
役
一
也
。
」
と
い
う
注
意
書
が
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
役
者
料
二
十
石
は
自
坊
領
二
十
石
の
上
に
加
算
さ
れ
る
と
い
う
事
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
事
か
ら
、
執
当
は
二
十
石
配
当
を
受
け
て
い
た
子
院
の
住
職
の
う
ち
か
ら
撰
ば
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
出
来
る
。
役
者
撰
出
に
つ
い
て
も
っ
と
細
か
く
記
し
て
い
る
の
は
、
寛
永
寺
内
部
の
組
織
が
｝
応
定
ま
っ
た
頃
と
思
わ
れ
る
承
応
三
年
の
東
叡
山
配
当
目
録
の
「
是
者
、
本
坊
領
弐
拾
石
之
上
配
二
授
之
F
。
都
合
四
拾
石
宛
可
レ
受
二
納
之
一
。
役
者
相
替
時
者
、
以
二
式
拾
坊
之
内
一
撰
二
器
量
之
僧
一
、
得
二
御
門
跡
拝
学
頭
差
図
一
、
可
レ
補
二
此
役
一
也
。
」
と
い
う
注
意
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
役
者
料
二
十
石
は
本
坊
領
（
子
院
の
自
坊
領
を
指
す
）
二
十
石
の
上
に
加
算
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
注
意
の
外
に
、
執
当
が
か
わ
る
時
は
二
十
子
院
の
う
ち
か
ら
器
量
之
僧
を
撰
ん
で
門
跡
学
頭
の
指
図
に
従
い
、
執
当
の
職
に
つ
け
る
事
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
事
は
執
当
が
二
十
石
配
当
を
受
け
て
い
る
二
十
子
院
の
う
ち
か
ら
撰
出
さ
れ
た
事
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
二
十
子
院
は
、
こ
の
配
当
目
録
に
お
い
て
二
十
石
配
当
と
書
い
て
あ
る
子
院
二
十
ケ
院
で
あ
り
、
当
時
こ
れ
ら
二
十
子
院
の
外
に
は
三
百
石
配
当
を
受
け
て
い
た
学
頭
寺
凌
雲
院
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
霊
屋
料
の
配
当
を
受
け
て
い
た
御
宮
別
当
寺
の
寒
松
院
、
大
猷
院
殿
御
霊
屋
別
当
寺
の
東
漸
院
、
宝
樹
院
殿
御
霊
屋
別
当
寺
の
勧
善
院
等
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
学
頭
寺
、
別
当
寺
の
住
職
は
、
二
十
石
配
当
を
受
け
る
子
院
で
な
か
っ
た
か
ら
役
者
と
し
て
撰
出
さ
れ
る
子
院
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
と
見
る
事
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
推
測
し
て
、
私
は
執
当
は
二
十
石
配
当
を
受
け
て
い
る
子
院
の
住
職
の
中
か
ら
撰
ば
れ
た
と
考
え
た
。
　
執
当
は
大
僧
都
に
進
む
事
が
出
来
、
退
役
後
は
、
権
僧
正
以
上
に
な
れ
た
。
又
、
幕
府
に
お
け
る
待
遇
は
、
白
書
院
閾
内
一
量
目
独
々
礼
で
あ
り
、
こ
れ
は
学
頭
凌
雲
院
と
同
じ
待
遇
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
内
年
行
事
　
年
行
事
は
、
東
叡
山
内
に
お
い
て
、
執
当
の
下
で
実
際
に
あ
ら
ゆ
る
こ
ま
ご
ま
と
し
た
寺
務
を
行
っ
た
重
要
な
役
職
の
僧
で
あ
る
。
　
年
行
事
は
、
東
叡
山
内
の
あ
ら
ゆ
る
行
事
が
円
滑
に
ゆ
く
様
に
、
一
山
僧
侶
に
絶
え
ず
回
章
を
出
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
注
意
や
知
ら
せ
を
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
浬
繋
会
、
誕
生
会
、
孟
蘭
盆
会
、
開
山
会
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
行
事
の
出
仕
に
関
す
る
回
章
を
出
し
た
り
、
又
御
宮
御
霊
屋
へ
の
出
仕
番
の
次
第
を
書
い
た
回
章
、
読
経
の
法
則
を
書
い
た
回
章
、
山
王
御
開
戸
の
時
の
講
の
役
割
を
か
い
た
回
章
等
も
一
山
僧
侶
に
出
し
て
い
た
。
更
に
年
行
事
は
、
そ
う
し
た
行
事
の
出
仕
の
人
数
や
、
論
義
の
番
割
や
、
論
題
、
問
講
を
帳
面
に
し
た
た
め
た
り
、
璃
次
帳
を
書
き
改
め
た
り
、
宗
旨
改
の
連
判
帳
を
し
た
た
め
た
り
す
る
仕
事
も
し
て
お
り
、
御
本
坊
の
文
庫
（
御
府
庫
）
に
は
、
そ
う
し
た
種
々
の
帳
面
が
し
ま
わ
れ
て
い
た
。　
又
、
年
行
事
は
、
東
照
講
、
慈
眼
講
、
開
山
会
、
天
台
会
と
い
っ
た
論
義
が
行
わ
れ
る
時
に
は
、
出
仕
の
人
数
と
か
問
講
等
を
書
き
つ
け
て
、
執
当
に
知
ら
せ
た
り
、
弟
子
が
輪
王
寺
宮
に
御
目
見
願
を
し
て
い
る
時
は
、
執
当
に
知
ら
せ
て
御
目
見
が
出
来
る
日
を
き
い
た
り
、
執
当
か
ら
い
っ
て
来
一59一
る
事
、
例
え
ば
、
目
光
山
か
ら
の
門
主
御
帰
寺
の
刻
限
、
開
山
会
に
は
早
く
集
る
様
に
と
い
っ
た
注
意
、
天
台
会
問
要
講
談
の
日
限
、
と
い
っ
た
事
に
対
し
て
、
衆
中
に
回
章
を
出
し
て
執
当
の
い
っ
て
来
た
事
を
伝
え
る
と
い
う
様
に
、
執
当
と
一
山
僧
侶
の
間
に
た
っ
て
命
令
伝
達
、
又
は
命
令
施
行
を
も
な
し
た
。
　
そ
の
外
、
年
行
事
は
法
華
堂
番
人
や
、
文
殊
楼
前
番
人
に
毎
月
三
、
四
目
頃
、
番
人
が
見
廻
り
の
た
め
に
用
い
る
ロ
ー
ソ
ク
を
渡
し
た
り
、
目
代
に
棒
突
人
足
を
よ
こ
す
様
に
い
っ
て
や
っ
た
り
、
仏
生
会
の
灌
仏
の
用
意
を
し
た
り
、
盆
中
開
山
堂
前
に
と
も
す
ロ
ー
ソ
ク
を
子
院
に
配
っ
た
り
す
る
と
い
っ
た
こ
ま
か
な
事
務
も
し
、
又
、
時
に
は
一
山
総
代
を
つ
と
め
る
事
も
あ
っ
た
。
　
経
済
面
で
の
活
動
と
し
て
は
、
執
当
の
下
に
あ
っ
て
府
庫
金
の
事
務
を
と
り
、
十
二
月
十
六
日
の
歳
暮
集
会
の
時
に
は
、
総
物
金
、
奉
納
金
、
中
堂
密
修
料
、
開
山
堂
料
、
修
理
料
等
の
算
用
帳
、
貸
附
帳
等
を
執
当
に
見
せ
て
い
た
。
又
、
両
大
師
へ
の
奉
納
金
を
受
け
取
っ
た
り
、
山
王
講
の
出
銭
に
つ
い
て
回
章
を
出
し
た
り
、
大
御
霊
屋
御
施
餓
鬼
料
を
御
本
坊
か
ら
受
け
と
っ
て
、
一
山
に
配
分
し
た
り
、
と
い
っ
た
細
々
と
し
た
仕
事
も
し
て
い
た
。
そ
し
て
山
領
か
ら
の
収
納
に
つ
い
て
も
関
係
し
、
収
納
米
の
見
分
や
所
務
を
な
し
て
い
た
。
　
そ
の
外
、
年
行
事
は
、
東
叡
山
内
の
樹
木
の
手
入
れ
や
道
路
の
修
理
、
堂
宇
の
営
繕
に
関
す
る
事
務
も
司
っ
て
い
た
。
　
年
行
事
の
人
数
は
二
人
で
あ
る
。
そ
の
人
撰
に
つ
い
て
は
、
年
中
行
事
記
の
十
一
月
の
条
に
、
「
今
月
末
二
年
行
事
当
番
ヲ
吟
味
、
執
当
へ
書
付
出
ス
、
古
年
行
事
ハ
上
座
ヨ
リ
順
次
、
新
年
行
事
ハ
住
職
ノ
次
第
ニ
テ
勤
ム
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
年
行
事
は
十
一
月
頃
人
撰
が
行
わ
れ
た
事
、
古
年
行
事
と
新
年
行
事
の
二
種
類
が
あ
っ
た
事
、
古
年
行
事
は
上
座
よ
り
順
次
に
、
新
年
行
事
は
住
職
の
次
第
で
撰
ば
れ
た
事
、
年
行
事
は
一
年
交
代
の
職
で
あ
っ
た
事
等
が
わ
か
る
。
尚
、
下
谷
区
史
は
、
年
行
事
は
二
十
石
配
当
を
受
け
て
い
た
子
院
の
住
職
か
ら
撰
出
さ
れ
る
と
の
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
⇔
学
頭
　
東
叡
山
に
お
け
る
学
頭
は
凌
雲
院
の
住
職
が
つ
と
め
た
。
学
頭
は
一
般
に
、
一
山
一
寺
の
学
事
を
統
領
す
る
役
の
事
を
い
う
が
、
東
叡
山
に
お
い
て
も
、
学
頭
は
、
門
主
の
教
示
を
司
り
、
一
山
の
学
務
に
関
す
る
学
寮
と
称
す
る
寮
務
を
管
理
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
事
は
、
明
和
九
年
十
月
廿
一
日
に
東
叡
山
学
頭
で
あ
っ
た
義
順
が
、
専
横
な
ふ
る
ま
い
が
あ
っ
た
と
し
て
逐
院
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
時
の
罪
状
の
一
つ
に
、
学
問
の
衰
微
に
対
し
て
心
も
掛
け
な
か
っ
た
事
が
、
あ
が
っ
て
い
る
の
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
　
学
頭
の
学
事
管
理
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
論
義
が
行
わ
れ
る
時
、
例
え
ば
、
開
山
会
、
天
台
会
、
東
照
講
と
い
っ
た
時
、
の
論
題
決
定
、
又
、
論
義
に
対
し
精
義
を
な
す
と
い
っ
た
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
又
、
法
会
そ
の
他
の
導
師
を
つ
と
め
る
事
は
、
学
頭
の
重
要
な
活
動
の
一
つ
で
あ
り
、
年
中
行
事
記
に
も
、
導
師
学
頭
の
言
葉
は
、
し
ば
し
ば
出
て
来
る
。
　
学
頭
は
門
主
の
補
佐
役
で
あ
り
、
門
主
の
病
中
、
又
は
不
在
の
時
は
、
一60一
寛永寺の寺務組織について
門
主
の
名
代
を
つ
と
め
た
。
　
学
頭
は
幕
府
か
ら
、
学
頭
領
三
百
石
の
配
当
を
受
け
、
執
当
と
な
ら
ん
で
白
書
院
閾
内
一
曼
目
独
々
礼
の
待
遇
を
受
け
た
。
　
学
頭
に
は
、
東
叡
山
内
の
権
僧
正
以
上
の
も
の
の
う
ち
か
ら
、
門
主
が
任
命
し
た
。
そ
し
て
学
頭
は
大
僧
正
ま
で
昇
進
す
る
事
が
出
来
、
退
職
後
は
、
一
山
内
の
転
住
寺
（
子
院
）
の
一
つ
に
退
院
し
、
法
脈
の
な
い
も
の
は
法
脈
を
た
て
る
事
を
許
さ
れ
た
。
尚
、
学
頭
は
、
事
務
多
忙
の
た
め
手
替
一
人
を
使
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
㈲
　
御
使
番
　
御
使
番
は
門
主
や
学
頭
、
執
当
等
の
御
使
を
な
し
、
又
、
江
戸
城
へ
の
御
使
等
も
し
た
役
職
の
僧
で
、
御
使
役
、
御
使
僧
と
も
呼
ば
れ
た
。
二
人
い
る
。
　
年
中
行
事
記
に
「
東
照
講
論
題
ハ
臓
月
朔
日
、
來
年
行
事
ヨ
リ
、
学
頭
へ
申
達
シ
、
論
題
書
付
、
五
日
朝
使
僧
ヲ
以
テ
請
取
之
、
帳
面
二
記
ス
」
と
い
う
条
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
論
題
の
書
付
が
学
頭
か
ら
使
僧
に
よ
っ
て
年
行
事
の
所
に
届
く
と
い
う
事
を
示
し
て
い
る
。
　
武
家
年
中
行
事
記
を
み
る
と
門
主
が
上
巳
、
端
午
、
七
夕
、
重
陽
、
歳
暮
等
の
御
祝
儀
に
、
使
僧
を
使
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
で
も
、
使
僧
が
大
分
江
戸
城
に
行
っ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
　
こ
の
様
に
使
僧
は
山
内
、
山
外
の
重
要
な
御
使
の
役
目
を
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
8
　
目
代
　
目
代
は
正
し
く
は
、
東
叡
山
目
代
と
い
い
、
代
々
田
村
権
右
衛
門
と
名
乗
り
、
従
っ
て
俗
人
で
あ
っ
た
。
　
目
代
は
、
手
代
数
人
を
使
っ
て
東
叡
山
領
内
の
一
般
的
事
務
一
切
を
司
っ
て
い
た
。
　
例
え
ば
、
目
代
は
東
叡
山
の
門
番
に
関
す
る
事
務
を
と
っ
て
い
た
。
年
中
行
事
記
の
二
月
三
日
の
条
に
「
但
シ
三
月
四
日
、
七
月
十
日
両
度
二
目
代
ヨ
リ
、
証
文
ヲ
以
テ
手
代
罷
リ
出
候
二
付
、
相
渡
ス
」
と
あ
り
、
門
番
は
、
三
月
四
日
、
七
月
十
日
の
二
度
に
門
番
給
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
与
え
る
の
に
あ
た
っ
て
、
目
代
は
手
代
に
証
文
を
持
た
せ
て
、
年
行
事
の
所
に
門
番
給
を
と
り
に
や
ら
せ
て
い
る
事
を
示
し
て
い
る
。
　
又
、
目
代
は
、
浬
葉
会
や
誕
生
会
等
の
時
の
人
足
派
遣
の
仕
事
も
し
て
お
り
、
東
叡
山
領
か
ら
の
収
納
に
は
必
ず
立
ち
合
っ
て
こ
れ
を
所
務
し
、
配
当
す
る
と
い
っ
た
仕
事
も
し
て
い
た
。
　
以
上
で
、
】
応
、
寛
永
寺
全
体
を
動
か
す
組
織
に
つ
い
て
み
て
来
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
次
に
、
寛
永
寺
を
形
作
っ
て
い
た
諸
子
院
、
諸
堂
宇
に
つ
い
て
、
そ
の
間
に
あ
る
組
織
を
み
よ
う
。
　
寛
永
寺
の
子
院
三
十
六
に
つ
い
て
、
詳
細
に
の
べ
る
事
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
東
叡
年
表
今
昔
集
覧
と
そ
の
附
録
を
も
と
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
院
の
幕
府
に
お
け
る
待
遇
、
子
院
の
寺
格
を
僧
官
か
ら
み
た
も
の
、
子
院
の
特
別
な
執
務
、
子
院
の
住
職
の
撰
出
法
を
表
に
し
て
み
た
の
で
、
そ
の
表
（
田
）
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。
三
十
六
の
子
院
に
は
、
表
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
様
に
住
職
が
転
住
し
て
来
る
も
の
と
、
弟
子
が
相
続
す
る
も
の
一61一
と
の
二
種
類
が
あ
る
。
転
住
寺
は
全
部
で
二
十
ニ
ケ
子
院
あ
り
．
東
叡
山
内
の
転
住
寺
は
勿
論
h
山
門
、
日
光
山
等
の
子
院
、
坊
か
ら
も
転
住
し
て
来
な
。
又
、
相
続
寺
は
十
三
子
院
あ
り
、
浄
名
律
院
は
律
院
で
あ
っ
て
、
他
め
子
院
と
同
等
に
取
り
扱
わ
れ
な
か
っ
た
。
　
こ
れ
ら
の
子
院
の
間
に
お
い
て
は
、
°
住
職
を
兼
帯
す
る
事
な
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
拡
幕
府
か
ら
の
法
度
で
決
め
ら
れ
て
浴
た
。
つ
ま
り
、
東
叡
山
下
知
条
誓
コ
・
被
二
相
定
易
中
、
不
レ
可
二
兼
螢
事
」
と
あ
る
の
で
あ
る
酒
　
尚
、
こ
の
表
’
（
珊
）
に
お
い
て
、
寺
格
の
僧
官
と
い
う
の
鳳
あ
く
ま
で
そ
の
寺
に
つ
い
て
の
僧
官
で
あ
っ
て
、
そ
の
寺
の
住
職
が
皆
そ
う
な
の
だ
と
い
う
の
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
住
職
の
僧
官
は
寺
格
に
よ
っ
て
は
決
ま
ら
な
か
っ
た
・
の
で
あ
る
。
　
次
に
子
院
内
の
種
々
の
役
職
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
　
凌
雲
院
に
は
、
手
替
一
名
、
院
代
一
名
、
用
部
屋
一
名
、
役
僧
数
名
が
い
て
、
雑
務
を
と
’
っ
て
い
た
。
　
寒
松
院
は
、
東
照
宮
別
当
一
で
あ
っ
た
か
ら
、
東
照
宮
の
方
に
勤
め
る
役
職
の
も
の
も
含
ん
で
老
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事
ほ
，
他
の
別
当
寺
に
も
い
え
る
事
で
、
そ
れ
故
に
別
当
寺
以
外
の
子
院
よ
り
も
複
雑
な
組
織
を
も
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
松
院
が
別
当
を
づ
と
め
た
東
照
宮
の
御
料
の
内
訳
に
、
別
当
寒
松
院
、
社
家
二
人
、
勤
行
の
役
僧
六
人
、
宮
仕
二
人
、
承
仕
三
人
、
神
人
六
人
、
御
掃
除
頭
一
人
、
御
掃
除
人
十
四
人
と
い
う
人
々
の
配
当
が
出
て
来
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
東
叡
年
表
今
昔
集
覧
の
東
照
宮
の
役
課
の
条
に
も
、
別
当
、
別
当
手
替
、
御
掃
除
頭
、
掃
除
人
十
四
人
を
あ
げ
て
い
る
事
か
ら
も
、
東
照
－
宮
へ
勤
仕
し
て
い
た
人
々
と
老
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
う
し
た
人
々
が
勤
仕
し
て
い
た
東
照
宮
の
別
当
が
寒
松
院
で
あ
っ
た
以
上
、
寒
松
院
拡
こ
れ
ら
東
照
宮
の
役
職
の
人
々
を
支
配
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
　
次
に
東
漸
院
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
大
猷
院
、
文
恭
院
の
御
霊
屋
の
別
当
で
あ
る
か
ら
、
大
猷
院
，
文
恭
院
の
御
霊
屋
の
種
々
な
役
職
の
人
々
は
東
漸
院
の
役
職
組
織
下
の
人
々
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
大
猷
院
御
霊
屋
に
は
、
大
猷
院
殿
御
高
千
三
百
七
十
石
の
配
当
内
訳
に
別
当
一
人
、
別
当
手
替
一
人
、
動
行
役
僧
六
人
、
承
仕
二
人
、
御
供
所
御
膳
役
二
人
、
御
’
掃
除
頭
一
人
、
御
掃
除
人
二
十
人
へ
の
配
当
を
の
べ
て
い
る
事
か
ら
、
こ
の
様
な
人
々
が
勤
仕
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
文
恭
院
殿
御
高
七
百
石
の
内
訳
を
詳
細
に
記
し
・
て
い
る
も
の
は
な
い
が
、
東
叡
年
表
今
昔
集
覧
に
「
内
訳
、
前
記
（
大
猷
院
殿
御
高
内
訳
の
こ
と
）
二
類
ス
レ
バ
略
ス
」
と
あ
る
事
か
ら
、
大
猷
院
殿
御
高
と
似
た
配
分
を
し
て
い
た
と
思
わ
㊨
、
従
っ
て
、
大
猷
院
殿
御
霊
屋
と
同
様
な
役
職
の
人
が
い
た
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
㎏
　
以
下
、
．
別
当
寺
の
子
院
、
及
び
霊
屋
の
役
職
組
織
は
皆
同
様
と
思
わ
れ
る
か
ら
略
す
事
と
し
、
次
に
主
だ
っ
た
諸
堂
宇
の
役
職
を
み
よ
う
。
　
中
堂
は
、
公
緋
法
親
王
の
発
願
に
よ
っ
て
、
元
禄
十
一
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
元
禄
十
三
年
二
月
十
四
日
に
幕
府
か
ら
出
さ
れ
た
法
度
弁
一62戸
寛永寺の寺務組織について
　
　
　
　
（
4
0
）
に
下
知
條
々
に
よ
っ
て
、
東
叡
山
中
の
三
十
四
子
院
の
住
職
が
か
わ
る
が
わ
る
毎
目
出
仕
凸
勤
行
し
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
そ
の
勤
行
に
つ
い
て
は
、
元
禄
十
四
年
九
月
三
日
の
東
叡
山
領
配
当
目
録
に
詳
し
く
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
中
堂
に
如
何
な
る
人
が
勤
め
て
い
た
か
が
、
う
か
が
わ
れ
る
。
中
堂
に
拡
供
僧
、
執
事
（
執
事
僧
と
も
い
う
）
、
承
仕
、
侍
、
掃
除
之
者
、
中
問
等
と
い
っ
た
人
々
が
勤
仕
し
て
い
た
。
供
僧
と
い
う
の
は
、
本
尊
の
給
仕
、
そ
の
他
㍉
中
堂
の
事
務
一
切
を
な
し
た
僧
で
、
執
事
僧
と
共
に
中
堂
運
営
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。
　
次
に
慈
恵
堂
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
執
務
は
、
別
当
の
職
務
を
執
る
者
を
執
事
と
名
付
け
、
一
山
各
子
院
の
住
職
が
月
番
で
執
事
と
な
っ
て
一
切
の
事
務
を
乏
っ
た
。
一
年
間
に
十
一
人
の
執
事
番
が
お
り
．
そ
の
担
当
の
月
は
岡
引
き
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
毎
年
十
月
は
本
坊
の
当
番
と
し
、
本
坊
内
の
慈
恵
堂
に
、
慈
眼
、
慈
恵
の
両
大
師
の
影
像
を
安
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
し
、
輪
王
寺
宮
の
執
事
代
と
し
て
、
御
内
の
者
が
執
事
と
な
っ
て
一
切
の
事
務
を
と
っ
た
。
　
そ
の
他
、
開
山
堂
、
釈
迦
堂
、
清
水
堂
と
い
っ
た
諸
堂
の
運
営
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
別
当
で
あ
る
真
如
院
、
護
国
院
、
普
門
院
が
つ
と
め
た
。
　
一
応
、
寛
永
寺
の
寺
務
運
営
組
織
を
み
て
み
た
つ
も
り
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
寺
務
運
営
組
織
を
解
明
す
る
の
に
使
っ
た
史
料
は
、
ほ
と
ん
ど
が
寛
永
寺
所
蔵
の
東
叡
山
年
中
行
事
記
と
、
東
叡
年
表
今
昔
集
覧
、
同
附
録
で
あ
る
。
細
か
に
註
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
紙
面
の
都
合
上
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
詳
細
な
註
は
略
し
た
。
　
（
1
）
　
「
慈
眼
大
師
全
集
」
上
　
五
三
九
頁
。
五
四
九
頁
。
　
（
2
）
　
「
慈
眼
大
師
全
集
」
上
　
五
三
七
頁
。
五
三
一
頁
。
同
書
下
　
二
五
八
頁
。
　
（
3
）
　
「
慈
眼
大
師
全
集
」
上
　
一
七
二
頁
。
　
こ
の
史
料
は
年
号
が
不
明
で
あ
る
　
が
、
「
慈
眼
大
師
全
集
」
で
は
こ
の
文
書
を
寛
永
三
年
の
文
書
と
四
年
の
文
書
の
　
間
に
入
れ
て
、
そ
の
頃
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
し
、
大
日
本
地
名
辞
書
の
　
寛
永
寺
の
条
で
は
、
元
和
九
年
と
註
を
入
れ
て
い
る
。
大
体
、
寛
永
初
年
の
も
　
　
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
（
4
）
　
「
慈
眼
大
師
全
集
」
上
　
三
六
〇
頁
、
四
〇
八
頁
。
三
一
九
頁
。
　
（
5
）
　
「
東
叡
大
王
御
歴
代
略
御
年
譜
」
の
東
叡
大
王
第
三
世
、
本
照
院
前
天
台
座
　
主
一
品
尊
敬
親
王
の
条
。
（
6
）
　
㈲
に
同
じ
。
な
お
、
輪
王
寺
の
号
を
勅
賜
さ
れ
る
以
前
は
法
親
王
は
、
滋
　
賀
院
宮
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
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「
慈
眼
大
師
全
集
」
下
、
二
〇
頁
、
二
二
頁
。
寛
永
寺
所
蔵
文
書
。
「
史
籍
集
覧
」
所
載
「
落
穂
集
追
加
」
六
も
参
考
に
さ
れ
た
い
。
「
慈
眼
大
師
全
集
」
下
一
七
頁
、
一
八
頁
。
「
柳
営
日
次
記
」
の
享
保
五
年
八
月
三
日
の
条
（
東
京
市
史
稿
市
街
篇
巻
十
　
九
の
九
五
四
頁
に
掲
載
）
（
1
2
）
　
内
閣
文
庫
所
蔵
（
1
3
）
　
「
慈
眼
大
師
全
集
」
下
　
八
八
頁
。
（
1
4
＞
　
罰
東
叡
山
令
條
」
（
国
会
図
書
館
所
蔵
文
書
）
　
御
判
物
、
目
録
の
写
し
参
照
。
の
享
保
三
年
七
月
十
一
日
の
一63一
（
1
5
）
　
国
会
図
書
館
所
蔵
の
「
東
叡
山
令
条
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（
1
6
）
　
㈱
に
同
じ
。
（
1
7
）
　
㈲
に
同
じ
。
（
1
8
）
　
「
東
叡
年
表
今
昔
集
覧
」
「
同
書
附
録
」
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
寺
誌
叢
書
　
第
四
　
等
を
参
考
に
作
っ
た
表
（
W
）
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。
（
1
9
）
　
「
東
叡
山
令
条
」
の
東
叡
山
領
配
当
目
録
参
照
。
（
2
0
）
　
「
日
光
名
所
圖
會
」
（
明
治
三
十
五
年
十
月
廿
一
日
発
行
）
所
載
の
「
日
光
　
山
東
照
大
権
現
御
領
配
当
目
録
」
参
照
。
（
2
1
）
　
「
古
事
類
苑
」
、
宗
教
部
六
十
三
　
仏
教
六
十
三
　
延
暦
寺
の
項
に
掲
載
の
　
「
滋
賀
院
方
書
物
之
写
」
参
照
。
（
2
2
）
　
「
東
叡
年
表
今
昔
集
覧
」
（
寛
永
寺
所
蔵
）
参
照
。
（
2
3
）
　
（
2
1
）
に
同
じ
。
（
以
）
　
供
養
料
の
細
か
い
配
当
に
つ
い
て
は
「
東
叡
年
表
今
昔
集
覧
」
（
寛
永
寺
所
　
蔵
）
に
記
き
れ
て
い
る
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
載
せ
ら
れ
な
い
の
で
略
す
。
（
2
5
）
　
「
東
叡
年
表
今
昔
集
覧
」
参
照
。
（
2
6
）
　
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
寺
誌
叢
書
第
四
の
東
叡
山
寛
永
寺
子
院
記
。
（
貿
）
　
寛
永
寺
所
蔵
文
書
で
「
東
叡
山
寛
永
寺
圓
頓
院
年
中
行
事
記
」
と
い
う
の
　
が
そ
の
本
当
の
名
前
で
あ
る
。
こ
の
名
を
書
く
事
は
長
く
て
わ
ず
ら
わ
し
い
の
　
で
、
以
後
東
叡
山
年
中
行
事
記
と
か
年
中
行
事
記
と
記
す
事
に
し
た
。
な
お
、
　
こ
の
年
中
行
事
記
は
、
寛
政
十
年
戊
午
之
春
添
削
唇
記
而
納
文
庫
　
と
あ
る
か
　
ら
寛
政
十
年
以
前
の
年
中
行
事
記
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
寛
政
十
年
の
年
中
　
行
事
と
み
る
事
が
出
来
る
。
（
％
）
　
「
東
叡
山
年
中
行
事
記
」
の
四
月
十
六
日
の
条
。
（
2
9
）
　
「
凌
明
院
殿
御
実
紀
」
二
六
　
の
明
和
九
年
十
月
廿
一
日
の
条
。
「
柳
営
日
　
次
記
」
の
同
日
の
条
。
（
東
京
市
史
稿
　
市
街
篇
二
八
、
＝
ハ
七
頁
）
（
3
0
）
　
「
東
叡
山
令
條
」
の
中
の
東
叡
山
領
配
当
目
録
の
元
緑
十
四
年
時
の
も
の
を
　
参
照
さ
れ
た
い
。
（
3
1
）
　
「
東
叡
山
年
中
行
事
記
」
十
二
月
十
六
日
の
条
。
（
2
3
）
　
国
会
図
書
館
所
蔵
の
「
東
叡
山
寛
永
寺
子
院
歴
代
主
僧
記
」
の
あ
ら
ゆ
る
　
所
に
、
官
が
進
退
を
決
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
条
が
み
ら
れ
る
。
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済
史
論
考
」
　
さ
れ
た
い
。
（
4
0
）
　
「
下
谷
区
史
」
「
東
叡
山
年
中
行
事
記
」
に
よ
る
。
「
武
家
年
中
行
事
」
参
照
。
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
寺
誌
叢
書
第
四
、
東
叡
山
之
記
の
執
當
譜
参
照
。
（
茄
）
に
同
じ
。
（
3
5
）
に
同
じ
。
「
下
谷
区
史
」
九
八
二
頁
。
「
東
叡
年
表
今
昔
集
覧
」
に
所
載
。
又
、
細
川
亀
市
氏
の
「
日
本
仏
教
経
　
　
　
の
第
八
篇
第
三
部
の
十
一
東
叡
山
御
宮
年
中
行
事
の
所
も
参
考
に
九
八
三
頁
。
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